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１． 授業の狙い

　本プロジェクト授業は、富山県内にある著名な建築

あるいはその周囲を見学し、優れた空間や景観を的確

に描写しようとする内容のものである。芸術文化学部

では、制作において自らの表現を行い、あるいは地域

連携において人と人をつなぐ、または良いところを探

り出すという取り組みを通じて実践的な教育を推し進

めている。しかし、その表現や取り組みを言葉として、

あるいは文章として的確に人に伝える方法論を学ぶこ

とはあまり多くはない。創作者として、デザイナーと

して自らの能力を向上させることは必須であり、重要

なことである。そのための教育機会は芸術文化学部に

おいて数多く用意されている。

　一方で、現代社会において表現者は過去にないくら

い増加している。そのため、自分の造形や創造物を多

くの人に理解してもらうためには、制作能力とは別に

伝えるための手段や方法を獲得する方が望ましい。本

授業では、建築空間という文章化しにくい対象を言語

化して表現する方法を学ぶとともに、多くの人に興味

を抱いてもらうためのストーリーの作り方を試みる。

モノと情報が溢れる現在、物語を持つことができるか

どうかは商品、デザイン、創作のあらゆる分野におい

て重要な価値を有する。本授業は建築空間を対象とし

ているが、同様の考え方は芸術作品やその他あらゆる

ジャンルに適用可能であろう。この授業では、そのきっ

かけを得て実用的な方法論を習得してもらいたい。

２．授業の進め方

　授業の対象者は幅広く受け入れるため 2年生以上と

している。また、本授業の成果は 3,000 ～ 4,000 字程

度の短い物語を創作することであるが、そこにはいく

つかの制約を設けている。最初に、毎年 4つの施設を

設定しており、その中でもっとも良いと思う空間を見

つけ出すこと。素晴らしい空間を文章により表現する

ことになる。そしてもう一つが、物語は与えられた３

つの恋愛に関するキーワードに基づき構成することに

ある。施設もキーワードも毎年変化するが、その範囲

内で恋愛に関する物語を展開させる。

　最初に施設を見学し、その中で与えられたキーワー

ドにマッチする空間を選び出す。それは自分が気に

入った空間であっても良いし、キーワードにそぐうも

のとして選んでも良い。施設または空間と恋愛キー

ワードから、その空間で行われる物語を想像する。あ

らすじの作成から、授業中のディスカッションを経て

実際の文章を作り上げる。その過程で、文章を面白く

するための方法や、メリハリをつける方法、あるいは

文体に応じた段落構成などを考えていく。他学生の物

語を聞きながら、自分の表現方法を高めていくことに

なる。ただ、恋愛がターゲットではなく聞き手・読み

手が想像できる空間描写を狙いとしている。

　また、恋愛ストーリーは授業において 2つ作成する

こととしている。学生はそのうちの良いと思う作品を

選択し、ストーリーの英文要約を作成する。文章をう

まく要約する方法を学ぶとともに、簡易で妥当な英文

表現の学習を企図している。

３． 取り組みの社会的評価と広がり

　本取り組みは、民間企業の総合資格学院が発行する

アルキテクトン北陸版（2020 年 4 月号）において紹

介され、またチューリップテレビが放送しているアル

スの礎（2021年 11月）においても取り上げられている。

一般的な芸術教育とは異なり、創作とアピールをつな

ぐ存在として、一定の評価を受けている。

　また、将来的な成果として授業内で完結する話では

ないものの、毎年学生たちが作り出す物語の質と量が

十分となった段階で、県内施設を紹介する書籍にまと

める形で社会的な活用を試みる。既に首都圏や関西圏

では著名建築物を紹介するガイドブックが作られてお

り、それが地域を巡るための一つの指針となってい

る。同様のものを北陸にも広げていくために、このプ

ロジェクトは良い素材を提供できるだろう。

　社会的な成果以外にも教育的な広がりを想定してい

る。現時点では富山大学単独の取り組みではあるが、

一定の成果が集積すればプロジェクトを複数の大学に

広げていくことを目標としている。北陸地域だけでは

なく、全国的に共同できる大学間連携を視野に入れて

続けていきたい。

企画：芸術文化学部の研究活動、地域連携活動の記録
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４．2017 ～ 2020 年度の履修状況

　学生の履修状況を以下に示す。CAP 制度導入の影響

を受け、履修者数は初年度から大幅に減少したが、そ

れでも毎年一定の人数が履修を続けている。特に、令

和 2年度の卒後時アンケートにおいて、複数人の学生

から記憶に残る授業として評価を受けた。

　一方で、こうした仕組みの学習は大学生になるまで

なあまり経験しておらず、戸惑いを感じる学生もいる

ようである。

年度 H29 H30 R1 R2
履修人数 ３ ５ ４ １

５． 履修学生に求めるもの

　本授業は、一般的な授業とは大きく異なっている。

そのような授業を提供する一番の理由は、社会ニーズ

の認識を深めることや刻一刻と変化する社会環境に対

する柔軟な思考を学生時代に養って欲しいからであ

る。芸術作品やデザインあるいは建築を作り上げるこ

とと、物語を構築することは違っているようで大変に

た工程を経る。そのことに気づくことができたとき、

参加する学生の社会に対する接し方は大きく変わるの

ではないかと期待している。創造性に対するスキル、

創作に関する技術力を高めることはもちろん重要であ

る。だが、それと同時に自分が取り組んでいることを

正しく表現する方法も是非とも身につけて欲しい。そ

れこそが、社会と自分をつなぐ重要なキーとなり得る

からである。

写真２　H30 年度施設調査　川の駅　新湊からの風景

写真３　H30 年度施設調査　大島絵本館

写真４　R1年度施設調査　氷見海浜植物園

写真１　H29 年度施設調査　ほたるいかミュージアム


